
  

 

 

 

町民運動会は、前回台風のため中止となり２年ぶりの開催となりました。今年は 

台風の心配はなかったが、ぐずつき気味の天気で開催が危ぶまれました。開会式を 

30 分遅らせてスタートしたが、途中、日が差したりして、スムーズに競技を消化 

していきました。 

 前年度優勝した白チームから優勝旗が返還され、 

遠藤市長の来賓祝辞と順調に進行していきました。 

参加人数が得点に加算される参加人数賞では、 

１位が白チーム 70 人、２位が赤チーム６９人と 

接戦でしたが、全体では 321 人と前回より減少 

しました。やはり天候の影響があったと思います。 

 プログラム１番はボール送りで青チーム１位、 

２番小久慈ハリケーンは緑チーム１位、４番拝借 

レースは白チーム１位、５番ゲートボールリレー 

は赤チーム１位と首位がめまぐるしく入れ替わり、 

会場は盛り上がりを見せていました。 

６番綱引きは、ルールを大きく変更して一回勝負のリーグ戦になり、厳しい戦い 

だったが、４勝した白チームが１位、３勝した黄チームが２位と続き、参加した 

選手から、４試合全力で引くのも大変だという声も聞かれました。 

 新種目の「玉入れ」は、玉を入れるこつとルールを覚えるのに大変だったが、 

沢山の玉を入れることが出来、緑チームが１位に輝きました。 

みんなのリズムを合わせるのが大変なムカデ競争や一輪車を 

使った親子で安全運転も盛り上がりを見せ、スピードを出し 

過ぎて危なそうな運転手（親）もいました。 

 さあ最後の競技、年代別リレーとなって雨が激しくなり、 

やむなく中止としましたが、その後天気が回復せず、閉会式 

まで出来ずに終了しとても残念でした。 

 結果は、１位青チーム 211 点、２位白チーム 197 点、３位緑 

チーム 189 点、４位赤チーム 183 点、５位黄チーム 174 点でした。 

 競技に参加した選手の皆さん、係のお世話をいただいた役員の皆さん大変お疲れ様でした。いろいろ課題

もあったと思いますが、皆さんのご意見で、より楽しい町民運動会にしていきたいと思いますので宜しく

お願いします。〔体協事務局長 大井正信〕 
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 11 月４日（祝）、今年最後の朝市（３日）の翌日、誂子平ウォーキングが開催されました。天候

が心配されましたが、快晴で清々しいウォーキング日和になりました。 

 ９時から岩瀬張地区の中里公園で２９名が参加して開会セレモニーです。村田健全育成会長より

「色づく秋は心が豊かになる、チカラを合わせて楽しいウォーキングを」と挨拶があり、８時 40 分

に２列で誂子平に向け出発です。片道 3.9km の坂道コースでは、休憩を兼ねて八屋まちづくり事務

局長の「ミニ森林教室」です。 

  ケヤキの種子の飛ばせ方、道端にあった猛毒トリカブト、 

聖徳太子が手に持つ「笏（シャク）」はイチイ（一位）、 

香りが良く高級な爪楊枝になるクロモジ、タケとササの違い 

は等、一休みしながらの説明がありました。誂子平へは予定 

の１０時３０分丁度に到着しました。 

 着いて早速カレーライス作り、やはり皆さんカレーライス 

の方が好きなようで３年連続のメニューになりました。 

子どもたちが中心になり、ジャガイモ・ニンジンの皮むき 

や慣れない包丁さばきで苦労していましたが、あまり時間 

をかけずに終了しました。水加減も良かったせいかお代り 

もして鍋はすべてからになりました。 

 今年のレクは、ドッジボールとしっぽ取りどっちも盛り上 

がりましたが、ドッジボールでは子どもたちがもっとやろう 

と言いだし、「大人」対「子ども」の特別試合も行いました。 

帰り道も順調に歩き、最後の解散式では、中野さん親子か 

ら「楽しく参加しました」という 

感想発表が聞かれました。 
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町民運動会開催  
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【写真】① ミニ森林教室 

② ジャガイモの皮むきに挑戦 

③ 包丁の使い方を実習中 

④ ドッジボールでは子ども達

が好プレイを連発！  

 

 

 

 

町民文化祭展示場風景 

 ①  
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カレーライスをつくり 

レクレーションで交流 
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 第 50 回記念文化祭として、コミュニティ振興事業補助金を活用し、看板類３セットを更新、

市民センターステージへの幕の取り付け等、令和元年文化祭は春から意気込みが有りました。 

  しかし、会場準備を開始する 25 日（金）の 10 時 30 分、消防署より台風 21 号の接近に

より、センターに「避難所開設準備」の指示が入り、災害の状況により文化祭開催が危ぶまれ

る状況になりました。                            

  幸い台風２１号では被害も少なく、午前８時避難勧告も解除になりました。９時から緊急文

化祭実行委員会を開催し、全面的に実行することを確認、１日遅れでの総準備を開始しました。

午後の動員者も含め、展示部門、農産物等広場部門の会場作りに全力を挙げました。 

 食堂部門は保健所の指導で「煮炊きは当日のみ」となったことから、当日（27 日）未明か

ら各地区公民館で煮炊きし、６時にはセンターへの運搬等、裏方の懸命な活動が各町内で行わ

れ、曇りではありましたが、当日の開催に漕ぎ着けました。 

 

 広場部門では、長ネギ１袋５００円（約１５本）、新米ひとめぼれ、キャベツ、白菜、リン

ゴ等の「農産物コーナー」、上日当生活研究グループの田楽、志奈子さんの団子、体協のたこ

焼き、子どもコーナー、さくらハウスのチョコバナナや綿飴等の出迎えです。 

  体育館の室内展示、販売部門は、籐工芸、吊し飾り、各種手芸品、アクセサリー、リサイク

ル、フクロウの置物、陶芸教室の小久慈焼、山根カービング教室の作品、絵画、写真、保育園、

小・中学校の作品、センター事業の紹介、今年発行の「まちづくり通信」の展示等盛りだくさ

んでした。 

  喫茶コーナー、ばぁばカフェ、２階の食堂部門等大盛況です。 

 

  今年の「未来づくり事業」活動報告はパネル２枚を使用、 

片面は「朝市」、「カフェ」、「桜の名所」､「小久慈焼」 

４チームの活動報告、裏面はで久慈市地域づくり振興課で 

行っている「各地区未来づくり事業」の活動状況報告です。 

  また、桜の名所チームは「桜の写真コンクール」写真の 

展示とビデオで「桜ウオーキング」の上映で、小久慈の桜 

の名所を紹介していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ５時からの芸能部門では、ステージに 

念願の幕が取り付けられ、スタッフは緊張して「開け閉め」を行っていました。 

 初めに「あいさつ標語コンクールの表彰式」を行い、いよいよ芸能部門のスタートです。 

  小久慈小学校４年生による合唱、長中ソーラン隊、放課後子供教室の「大正琴」、秋葉

女性部の「三味線ブキ」、そして「コーラスけやき」は山根の地域おこし協力隊の田端君

のソロを入れた「キヨシのズンドコ節」や太鼓の入った「久慈渓流小唄」、そして上日当

町内会は７年連続して創作劇を発表、今年は「三太郎シリーズ」の第３作「金太郎とゆか

いな仲間たち」でした。農作物を荒らすのはクマの熊五郎と思いきやタヌキでした。征伐

されそうなタヌキを熊五郎が助け皆で仲良くしようと訴えました。 

 上柏木は「太鼓」で開場を盛り上げました。幸町の４歳から６歳の可愛い水兵さんの衣装

でダンスです。下日当の「瀬戸の花嫁」では、白い妖精が約 50 年前の若き時代を思い出

させてくれました。 

 下柏木の「恋は天下のまわりもの」、こはくの手作り衣装「恋のメキシカンロック」 

は会場を魅了させてくれました。大平の「あやめ雨情」で会場をしっとりさせ、大 

トリは出演した女性部約 30 人による会場いっぱいに廻り「久慈渓流小唄」の総踊り 

です。今年の秋祭り流し踊りは久慈渓流小唄で、使う「踊り団扇」はコミュニティ 

振興事業補助金で購入した揃いの団扇です。 

総踊りの輪の中で、まちづくり協議会副会長（女性部会長）佐々木操の「閉会あいさつ」

で、文化祭の一切の終了となりました。 

 

 台風 19 号では沢の氾濫等住宅の一部や田、畑への土砂の流入等多くの方が被災されま

した。改めてお見舞い申し上げます。文化祭準備当日は台風２１号による避難準備指示等

があり、会場設営等の準備も「走り陣立て」で間に合わせることが出来ました。 

  文化祭は、センター、まちづくり協議会、各町内会や体協、女性部、老人クラブ、コ

ーラス等の各団体の熱心な取り組み、ご協力により実行されています。また、農産物や手

芸・工芸品、絵画・写真等の作品で小久慈の文化が創造されています。全ての皆さんに感

謝申し上げます。 

 今年の文化祭の入場者は、昼の部は食券販売数等を参考にスタッフも含め「1,486 名」とな

り、ステージ部門は、出演者も含め 478 名で合計概ね 1,960 名となりました。天候不順では

ありましたが、大勢の皆さんのお出でに重ねて感謝申し上げます。 

「文化祭があるから久しぶりに会えた」、「作品が多くビックリした」、「食堂が綺麗で美味

しかった」、「芸能部門は多彩で、衣装も工夫され、楽しいステージだった」等の感想が寄せ

られています。 

開催が危ぶまれた文化祭でしたが、予定どおり開催出来、大成功だった事を町民の皆様と確

認し合い、全ての皆さんのご協力に感謝申し上げます。 

                               小久慈まちづくり協議会・久慈市立小久慈市民センター 

 

 

  

 

 

 

令和元年・第５０回 記念文化祭 大盛況！ 

 

 

 

１．１．１．１．は じ め には じ め には じ め には じ め に         

２．いよいよ第５０回文化祭の開幕です２．いよいよ第５０回文化祭の開幕です２．いよいよ第５０回文化祭の開幕です２．いよいよ第５０回文化祭の開幕です    

３．未来づくり事業「チーム活動」報告３．未来づくり事業「チーム活動」報告３．未来づくり事業「チーム活動」報告３．未来づくり事業「チーム活動」報告    

４．芸能部門は盛りだくさん４．芸能部門は盛りだくさん４．芸能部門は盛りだくさん４．芸能部門は盛りだくさん    

５．天候の狭間で大成功の文化祭５．天候の狭間で大成功の文化祭５．天候の狭間で大成功の文化祭５．天候の狭間で大成功の文化祭    
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会場から手拍子も！長中ソーラン

澄んだ歌声が響く！小久慈小４年 

♪長内川はうるわしき♪小久慈小

校歌を歌う！― 岩瀬張町内会 

ダンス決め！こはく町内会 

創作劇で魅せる！上日当町内会 

とてもかわいいダンス―幸町のヤングダンサー！ 


